
近年，計算機性能の向上により，数値解析シミュレーションの有用性が増している。

計算時間の短縮や精度の向上により，実用レベルの計算が可能となっている。

本研究では，電磁界シミュレーションを用いて電気機器，特にモータの特性解析を

行う。電磁界シミュレーションを用いることにより，製品の試作にかかる膨大な

時間と多額の費用を，大幅に削減することが可能である。また，電気機器の中で

起こる電磁現象（人間の目には見えない磁束の流れや磁気飽和現象）を可視化

することができるために機器の分析が容易となり，さらなる高性能化が可能となる。

図1，2は，バーニアモータの電磁界解析例である。モータを試作することなく，

様々な形状パラメータの影響を，短時間で容易に検証することができ，

短い開発期間でモータの出力特性を改善することができる。
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電磁界シミュレーションによる解析法の他に，電圧方程式と電磁界
シミュレーションを組み合わせた解析法の検証も行っている。

今後，ますます計算機の性能が向上することが予想され，これにともない

電磁界シミュレーションの重要性も増すと考えられる。
企業の製品開発において，電磁界シミュレーションは必要不可欠の
アイテムであり，本研究をとおして産業分野の持続的発展に貢献できると
考えられる。
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